
総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

４
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税
（
１
期
分
）

●
農
集
排
使
用
料
（
４
月
分
）

只
見
町
新
規
職
員

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口

交
通
事
故
相
談
窓
口

県
政
相
談
窓
口

広
報
広
聴
に
係
る
お
問
合
せ

人
　
事

お
知
ら
せ

●
新
規
職
員
（
４
月
１
日
付
）

▽
朝
日
診
療
所 

医
師

　

兼 

介
護
老
人
保
健

　

施
設
施
設
長

　
　
　

 

山
並　

寛
明

▽
農
林
建
設
課

　

農
林
係

　
　
　

 

滝
沢　

智
宏

▽
町
民
生
活
課

　
　

町
民
係

　
　
　

 

吉
津　
　

勇

▽
町
民
生
活
課

　
　

町
民
係

　
　
　

 

髙
橋　

茉
子

　

財
務
省
福
島
事
務
所
で
は
、借
金
で
お
悩

み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

借
金
の
状
況
を
お
聞
き
し
、
必
要
に
応
じ

弁
護
士
・
司
法
書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引

継
ぎ
を
行
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
、

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に
関
す

る
問
い
合
わ
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て
い

る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

福
島
市
松
木
町
13
－
２

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所　

理
財
課

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

８
時
30
分
か
ら
12
時
00
分
、
13
時
00
分

か
ら
16
時
30
分
ま
で

【
電
話
受
付
】（
相
談
窓
口
専
用
）

☎
０
２
４
－
５
３
３
－
０
０
６
４

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償

や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
相
談
は
秘
密
厳
守
で

無
料
で
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

福
島
市
杉
妻
町
２
番
16
号

福
島
県
庁
２
階
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
２
４
－
５
２
１
－
４
２
８
１

【
受
付
時
間
】

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）

９
時
か
ら
12
時
、
13
時
か
ら
16
時
ま
で

　

県
政
相
談
窓
口
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん

が
抱
え
て
い
る
様
々
な
問
題
を
専
門
の
相

談
員
が
面
接
や
電
話
で
ご
相
談
に
応
じ
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。
迷
っ
た
ら
ま
ず
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
相
談
内
容

◦
県
政
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望

　

新
年
度
か
ら
広
報
広
聴
機
能
が
、
総
務

課
総
務
係
に
異
動
い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
伴
っ
て
、
広
報
広
聴
に
係
る
お
問
合
せ

が
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ
き
ま
し
て
は
変
更
有

り
ま
せ
ん
。

○
お
問
合
せ
先

総
務
課
総
務
係

☎
82
－
５
２
１
０

M
ail

：koho@
tow

n.tadam
i.lg.jp

◦
生
活
上
の
悩
み
や
困
り
ご
と
（
夫
婦
関

係
・
金
銭
貸
借
・
年
金
）
な
ど

○
相
談
方
法

　

面
談
、
電
話
、
文
書

○
相
談
場
所

福
島
県
会
津
若
松
市
追
手
町
７
－
５

会
津
若
松
合
同
庁
舎
本
館
１
階

県
政
相
談
室

☎
０
１
２
０
－
８
９
９
－
７
２
４

○
受
付
時
間

９
時
～
12
時　

13
時
～
16
時

�

（
土
日
祝
除
く
）
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町長スケ
ジュール
〈3月分〉

　１日　みやぎ会津会会長寄附来庁
　２日　只見町議会３月会議（～１１日）
　９日　只見高校野球部甲子園出発式
１１日　只見中学校卒業証書授与式
１４日　「全国どぶろく研究大会どぶろくコンテスト」

特別賞受賞報告（入叶津 佐藤泉太氏）、会
津電力㈱代表取締役社長来庁、只見働き隊
事業協同組合設立総会

１５日　臨時庁議
１６日　季の郷湯ら里㈱取締役会、国道２５２号あ

いよし橋雪崩流失等に係る第１回南会津地
方対策本部会議（於：南会津町）

１７日　南会津警察署長退職挨拶来庁
１８日　只見町ブナセンター運営委員会、只見駐在

所離任職員挨拶来庁

１９日　佐久間源一郎氏旭日双光章受章祝賀会（会
津若松市）

２２日　第９４回選抜高校野球大会（甲子園）只見
高校野球部応援（兵庫県）

２４日　（福）南会津会理事会、南会津地方土地開発
公社精算人会（南会津町）、南会津建設事務
所長来庁、只見高校野球部甲子園帰校式

２５日　只見町議会全員協議会
２９日　南会津地方振興局長離任挨拶来庁、電源開

発㈱東日本支店新・旧支店長挨拶来庁、臨
時庁議（新型コロナウイルス対策本部会議、
豪雪対策本部会議）、南会津農林事務所長
退職挨拶来庁、会津野球連盟両沼野球協会
事務局長来庁

３０日　只見町土地改良区理事会、総会、東北電力
ネットワーク田島電力センター所長年度末
挨拶来庁、㈱福島民報社会津若松支社長着
任挨拶来庁、福島県立只見高等学校野球部
甲子園出場後援会

３１日　南会津地方環境衛生組合離任式（下郷町）、
西部クリーンセンター離任式（南会津町）

▲表彰状と盾が渡部教育長から星校長先生に
　伝達されました

　

全
国
の
国
公
私
立
学
校
（
大
学
、
高
等
専

門
学
校
除
く
）
を
対
象
に
優
れ
た
成
果
を
上

げ
た
現
職
の
教
職
員
や
学
校
等
を
表
彰
す
る

「
令
和
３
年
度
文
部
科
学
大
臣
優
秀
教
職
員

表
彰
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
只
見
中
学
校

が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

只
見
中
学
校
は
、「
海
を
通
じ
て
世
界
の

課
題
に
目
を
向
け
、
自
分
た
ち
に
出
来
る
こ

と
を
考
え
実
践
し
、
そ
の
発
信
に
よ
り
地
域

内
外
の
意
識
を
高
め
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に

貢
献
し
て
い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。

只
見
中
学
校

「
令
和
３
年
度
文
部
科
学
大
臣

　
　
優
秀
教
職
員
表
彰
」受
賞

町
長
か
ら

�

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫

◆
只
見
高
校
野
球
部
の
皆
さ
ん
、
感
動
を
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
に
あ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
や
豪
雪
と
い
っ
た
状

況
で
練
習
環
境
の
確
保
が
大
変
だ
っ
た
中
、
長
谷
川
監
督
を

は
じ
め
、
学
校
関
係
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
と
ご
努
力
に
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
町
消
防
団
長
の
目
黒
邦
友
さ
ん
は
、
只
見
高
校
の
春
の
甲
子

園
（
セ
ン
バ
ツ
）
の
出
場
が
決
定
し
た
際
、
い
ち
早
く
「
甲

子
園
出
場
お
め
で
と
う
」
と
い
う
幕
を
作
っ
て
町
内
の
仲
間

と
共
に
事
業
所
や
商
店
等
に
飾
り
、
祝
意
を
表
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
選
手
た
ち
が
土
の
上
で
よ
う
や
く
練
習
で
き
、
只

見
町
に
帰
っ
て
き
た
際
に
は
、「
サ
プ
ラ
イ
ズ
花
火
」
を
打
ち

上
げ
、
選
手
た
ち
を
労
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
試
合
当
日
に
甲
子
園
で
只
見
高
校
の
応
援
を
さ
れ

て
い
た
と
思
っ
た
ら
、
試
合
終
了
後
す
ぐ
に
只
見
町
に
戻
ら

れ
、
翌
日
の
小
学
校
の
卒
業
式
の
写
真
撮
影
に
臨
ま
れ
ま
し

た
。
さ
ら
に
「
お
帰
り
な
さ
い
！
感
動
を
あ
り
が
と
う
！
」

と
い
う
横
断
幕
を
作
っ
て
、
町
に
帰
っ
て
き
た
選
手
た
ち
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

只
見
高
校
野
球
部
の
選
手
た
ち
や
小
学
校
を
卒
業
す
る
子

ど
も
た
ち
、
そ
し
て
そ
の
ご
家
族
を
思
っ
て
の
献
身
的
な
行

動
力
に
は
感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
国
道
２
５
２
号
（
六
十
里
越
）
の
「
あ
い
よ
し
橋
」
が
雪
崩

に
よ
っ
て
流
出
し
た
と
、
３
月
11
日
に
福
島
県
か
ら
発
表
が

あ
り
ま
し
た
。
同
月
16
日
に
は
南
会
津
建
設
事
務
所
長
を
本

部
長
と
す
る
対
策
本
部
会
議
が
開
催
さ
れ
、
私
も
出
席
し
ま

し
た
。

　

今
後
は
、
現
場
ま
で
行
く
道
路
除
雪
を
ま
ず
は
進
め
、
う

回
路
の
確
保
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
科
学
的
な
原
因
究
明
の
必
要
性
の
意
見
が
あ
り
ま

し
た
。

　

私
か
ら
は
、
早
期
の
う
回
路
確
保
と
今
後
も
雪
崩
は
起
こ

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
抜
本
的
な
対
策
に
つ
い
て
も
お
願

い
し
て
き
ま
し
た
。
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
ご
卒
業
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
新
生
活
は
不
安
も
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
期
待
や
夢
の
方
が
は

る
か
に
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
で
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は「
只
見
高
校
」と
い
う
ワ
ー

ド
が
一
時
ト
レ
ン
ド
入
り
し
ま
し
た
。
多

く
の
方
が
励
ま
さ
れ
た
よ
う
で
し
た
。
只

見
高
校
野
球
部
と
そ
れ
を
支
え
た
皆
様
、

感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▽
広
報
担
当
に
な
り
、
２
年
が
経
ち
ま
し

た
。
イ
ベ
ン
ト
が
少
な
い
中
で
し
た
が
多

く
の
方
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
只
見
町

の
皆
さ
ん
の
温
か
さ
を
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
小
林
）

あ
と
が
き

只見振興センター
図書紹介

只見振興センター図書室
☎82－2141

○只見振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

★ブラックボックス

★おじいちゃんがおばけになったわけ

砂川文次（講談社）
　もっと遠くに行きたかっ
た。今も行きたいと思って
いる。
　自衛隊を辞め、今は自転
車便メッセンジャーの仕事
をしているサクマは、自分
の中の怒りの爆発をなぜ止
められないのだろう、と思
いながら今日も都内をひた
走る。

キム・フォップス・オーカソン
� （あすなろ書房）
　死んじゃったはずのおじ
いちゃんが、土にも天使に
もならずに夜になって、エ
リックのところへやってき
ました。だけど、なんだか
ちょっとヘン……。
　大切なことだけど、小さ
い子には少しむずかしいこ
とを、じいじとのユーモア

　昼間走る街並みやそこかしこにあるであろう
倉庫やオフィス、夜の生活の営み、どれもこれ
も明け透けに見えているようで見えない。
　張りぼての向こう側に広がっているかもしれ
ない実相に触れることはできない。
　気鋭の実力派作家、新境地の傑作。
　第１６６回芥川賞受賞作品

たっぷりの会話から、理解していくエリックの
姿が心にしみるデンマークの絵本です。

転入　７　転出　８　出生　３　死亡　７

令和４年３月１日現在
人　　口　３，８９３（－５）
　 男 　　１，９１３（±０）
　 女 　　１，９８０（－５）
世 帯 数　１，５８８（－７）
高齢化率　　　　４８．１％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（2月26日～３月25日届出分）敬称略

■お誕生おめでとうございます
河原田茉

ま

緒
お

（女／祐太・真世）　　梁　取

■おくやみ申し上げます
菅　家　長　年　　93歳　　布　沢
渡　部　千　代　　78歳　　福　井
目　黒　ミツヱ　　96歳　　只　見
星　　　五　郎　　90歳　　荒　島
赤　塚　孝　夫　　90歳　　長　浜
長谷川　キミ子　　87歳　　只　見
佐　藤　英　正　　91歳　　小　林
鈴　木　京　一　　88歳　　黒　谷
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